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№.6５ 松永和久 

【 力が付く九九検定（全員合格！） 】 

〇 ２年生は、校長室で一人一人ずつ「九九検定」をしました。これまで学校や家で一

生懸命に練習してきた成果を発揮し、見事全員が合格しました。「九九検定」は、誰も

が小学２年生のとき、何らかの形で行ったと思います。私も思い出があります。私の

場合は、教室で担任の先生に「２の段」から順番に言い、何日かにまたがって、最後

の「９の段」までうまく言えたら合格でした。しっかりと言えるまで合格はもらえま

せんでした。必死で練習した記憶はあります。 

〇 そこで、井波小学校の「九九検定」について考えると、特にすごいなと思うことが

二つあります。一つ目は、「校長室」で行うことです。私が小学生のときに校長室に入

った記憶は１回あります。それは、６年生のときに、イタズラをして叱られたときで

す。さすがに、校長室で校長先生から叱られると、涙が出そうになった記憶がありま

す。ましてや、２年生が校長室に入り、しかも検定を受けるとは、かなり緊張するは

ずです。案の定、日頃は九九がしっかり言える子供でも、緊張して１回目は不合格だ

った子供もいます。しかし、それを乗り越え、全員が合格しました。この経験は、大

人になっても生きるのではないかと思います。 

〇 二つ目は、「２の段」から順番に言う方法ではないということです。やり方として、

5 袋の袋の中から、自分で 1 袋を選びます。その中に入っている１０枚のカードに九

九が書いてあります。しかも、「7×５」「4×３」「9×３」「5×２」など、いろいろな

段が混ざっています。このアトランダムに出される九九に答えるのです。これは、順

番に言う方法よりハードルが高いと思います。九九の途中の問題を出されると、しっ

かりと覚えていないと、そう簡単に言えるものではないと思います。 

〇 私は、井波小学校のやり方で、「九九検定」で合格した子供はレベルが高いと思いま

す。子供たちのこれまでの努力、緊張感を乗り越えたこと、合格したこと等に対して、 
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